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足元のポイントと今後の見通し☛
 年明け以降、ウィンドミルの基準価額は+1.54％（2019年12月30日～2020年3月9日）となりました。一

方、同期間の日本株式と米国株式はそれぞれ約19％、米国リートは約14％下落しており、足元の市場心理は
落ち込みを見せています。

 新型コロナウイルスに対する懸念が市場で注目された2月後半以降、金融市場では安全資産への回避傾向が
強くなっており、国債利回りが低下（債券価格は上昇）しやすい状況が続いています。加えて、為替市場では米
ドル売り円買い基調も鮮明となっています。

 このような環境下、弊社では株式などのリスク性資産よりも安全性の高い債券優位の展開が当面続くものと予想
します。

 特に米国ではゼロ金利政策への回帰が視野に入り始めており、多くの市場参加者の注目材料となっています。

 今後当ファンドでは、長期金利の低下余地を慎重に見極めながら、米ドル建て、カナダ・ドル建て等の金利低下
余地のある債券への配分を増加させ、収益の積み増しを図っていく方針です。

※ ウィンドミルは1年決算型（ウィンドミル1年）の基準価額を使用して計算 ※日本株式：TOPIX（配当込み）、米国株式：S&P500（配当込み、円換算後）、米国リー
ト：FTSE NAREITオール・エクイティ・インデックス（配当込み、円換算後）出所：Bloombergのデータを基にベアリングス・ジャパンが作成
Date Complied（東京）：2020年3月10日（M20201Q43）

足元の基準価額の推移について

2020年3月11日

※ 2019年12月30日の値を100として指数化

ウィンドミルと主要資産の騰落率
（2019年12月30日～2020年3月9日）

年明け以降のウィンドミルと主要資産の値動き

 足元の新型コロナウイルスに対する懸念を背景とした下落相場でも、ウィンドミルの基準価額は底堅く推移しています。

 株式などのリスク性資産が下落する中、円高基調も鮮明なことから、債券および為替管理を組み合わせた当ファンドの強
みが奏功しやすい環境となっています。

ウィンドミルと主要資産の推移
（2019年12月30日～2020年3月9日）
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